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水田作経営，畑作経営の
大規模化と所得増大のポイント

○ 中央農試の動向予測では，平成37年には，中核的な経営の耕地面規模は

水田作地帯で30ha強，畑作地帯で60～70ha に達することが想定されます。
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概 要 Abstract

成 果 Results

○ 規模拡大に際した農機具建物費の増加を勘案して，所得増大に向けた水田作経営，畑作経営モデルを作
成しました。

○ 機械装備を入替えながら，水張転作を導入。

オペレータ１名なら25ha，

オペレータ２名なら30haを目指しましょう。

○ 20～25haが農機具費負担が最も重い規模です。

表１ 経営耕地規模別の所得目標額と作付内容

○ 50ha以上で所得増大効果を安定的に得るには

①オペレータ２名を確保し，

②機械装備を入替え，

③てん菜直播等も導入しましょう。70haが目標です。
表２ 目標規模と作付内容，所得額見込み

１．稲作単一経営（北・中空知タイプ）の所得増大効果

２．畑作４品型経営（十勝タイプ）の所得増大効果

目標

目標

○ 稲作単一経営では，15ha以上で所得増大

効果が得られない経営が散見されます。

所得増大には①大規模化と並行した水稲作付

拡大，②機械の稼働面積の確保が最重要
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図１ 経営耕地規模と所得の分布
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図２ 経営耕地規模と所得の分布
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これらの経営は，

①水稲比率が低い，

②そば等の粗放的な転作，

③10a当たり農機具費が高い

経営耕地面積 （ha） 15 (100) 20 (100) 25 (100) 30 (100)
水稲 （ha） 15.0 (100) 15.0 (75) 22.4 (89) 30.0 (100)
　うち主食用 （ha） 12.8 (85) 15.0 (75) 21.3 (85) 25.5 (85)
そば （ha） 0.3 (1)
秋まき小麦 （ha） 0.0 (0) 3.8 (19) 1.8 (7)
地力作物 （ha） 0.0 (0) 1.3 (6) 0.6 (2)

農業所得 （万円）

労働時間 （hr）

注）主な条件：①高能率体系：100ps級トラクタ，苗代自動化，田植機，コンバイン拡幅。

③米価：1.2万円/60kg，④非主食：加工用米を想定，⑤米直接支払7,500円，⑥稲作単

一：水稲590kg，小麦320kg，そば70kgとした。
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○ 畑作４品型経営では，50ha以上で所得増大

効果が得られない経営が現れます。

所得増大には①大規模化と並行したてん菜・

馬鈴しょ拡大，②省力技術の採用が最重要

これらの経営は，

①てん菜・馬鈴しょ（根菜

類）比率が低い，

②労働が少ないまま規模拡大，

③省力技術採用が少ない 経営耕地面積 （ha） 50 (100) 50 (100) 70 (100) 70 (100)
てん菜 （ha） 7.0 (14) 9.9 (20) 9.9 (14) 14.0 (20)
馬鈴しょ （ha） 15.0 (30) 15.0 (30) 21.0 (30) 21.0 (30)
麦類 （ha） 17.3 (35) 8.9 (18) 17.9 (26) 14.0 (20)
豆類 （ha） 6.3 (12) 15.1 (31) 21.0 (30) 21.0 (30)
その他 （ha） 4.3 (9) 1.2 (5) 0.2 (0)

農業所得 （万円）

労働時間 （hr）

慣行体系

（OP1名）

畑作高能率
体　系

（OP２名）

519 1,329 1,424
1,590 2,383 2,331

注）主な条件：①高能率体系：130ps級トラクタ，作業機拡幅，ｽﾚｯｼｬ２台。②小麦

482kg，てん菜（移植）5888kg，てん菜（直播）5299kg，馬鈴しょ（生食用）3200kg，大豆

251kg，小豆283kg，金時215kgとした。
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